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派
遣
技
術
者
の『
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
制
度
』 

労
組
の
危
機
感
が
き
っ
か
け
で
制
度
化 

メ
イ
テ
ッ
ク 
事
例
レ
ポ
ー
ト 

メイテック労組の内田委員長 

特集―職業能力開発はいま 

　
プ
ロ
の
技
術
者
集
団
で
も
、
常
に
自
ら
の

キ
ャ
リ
ア
形
成
を
見
据
え
る
―
―
。
自
動
車
、

電
機
メ
ー
カ
ー
な
ど
製
造
業
の
設
計
開
発
業

務
に
技
術
者
を
派
遣
し
て
い
る
メ
イ
テ
ッ
ク

（
本
社
・
東
京
）
は
、
個
人
の
キ
ャ
リ
ア
形

成
を
支
援
す
る
制
度
を
三
年
前
に
構
築
し
た
。

バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
、
長
期
派
遣
者
に
共
通
し

て
み
ら
れ
た
「
現
象
」
に
労
働
組
合
が
危
機

感
を
抱
き
、
会
社
側
に
働
き
か
け
た
の
が
き

っ
か
け
だ
。
内
田
幸
雄
・
メ
イ
テ
ッ
ク
労
働

組
合
中
央
執
行
委
員
長
に
、
導
入
の
経
緯
と

制
度
の
仕
組
み
な
ど
を
聞
い
た
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

　
同
社
は
、
機
械
、
電
機
・
電
子
な
ど
を
専

門
と
す
る
技
術
者
を
、
「
特
定
労
働
者
派
遣

事
業
」
（
い
わ
ゆ
る
常
用
雇
用
型
）
で
顧
客

メ
ー
カ
ー
に
派
遣
し
て
い
る
。
派
遣
先
で
の

業
務
は
「
設
計
開
発
」
が
中
心
。
業
種
は
自

動
車
、
情
報
通
信
、
家
電
、
航
空
宇
宙
な
ど

と
多
岐
に
わ
た
り
、
派
遣
実
績
は
一
九
七
四

年
の
創
設
以
来
、
延
べ
四
〇
〇
〇
社
を
超
え

て
い
る
。 

 

メ
ー
カ
ー
が
技
術
者
派
遣
を
活
用
す
る
最

大
の
魅
力
は
、
一
定
水
準
以
上
の
ス
キ
ル
を

も
つ
技
術
者
を
、
短
期
的
か
つ
低
コ
ス
ト
で

調
達
で
き
る
点
だ
。
最
近
は
景
気
の
底
打
ち

を
背
景
に
、
派
遣
社
員
の
数
が
追
い
つ
か
な

い
ほ
ど
、
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
発
注
が
殺
到
し

て
い
る
。 

 

高
い
ス
キ
ル
で
勝
負
す
る
技
術
者
派
遣
の

場
合
、
派
遣
先
で
の
仕
事
上
の
立
場
は
、
正

社
員
と
同
等
だ
。
そ
れ
だ
け
に
、
仕
事
ぶ
り

や
技
術
に
対
す
る
評
価
が
高
け
れ
ば
顧
客
か

ら
の
信
頼
度
も
高
ま
り
、
契
約
更
新
が
繰
り

返
さ
れ
、
派
遣
期
間
が
長
期
に
わ
た
る
こ
と

に
な
る
。 

 

バ
ブ
ル
が
は
じ
け
る
以
前
は
、
同
社
で
も

同
一
企
業
、
同
一
部
署
へ
の
派
遣
期
間
が
一

〇
年
以
上
に
も
及
ぶ
技
術
者
が
い
る
こ
と
は

珍
し
く
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
バ
ブ
ル
が
崩

壊
し
、
不
況
が
長
引
い
た
九
〇
年
代
の
中
ご

ろ
に
な
る
と
、
同
一
企
業
に
長
年
派
遣
さ
れ

て
い
た
技
術
者
が
契
約
終
了
で
い
っ
た
ん
自

社
に
戻
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、

次
の
派
遣
先
を
探
そ
う
と
す
る
と
、
不
思
議

な
こ
と
に
、
前
の
顧
客
の
評
価
は
高
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
な
か
な
か
派
遣
先
が
見
つ
か

ら
な
い
「
現
象
」
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。 

   

技
術
者

で
も
ミ
ス
マ
ッ
チ 

 

長
期
派
遣
か
ら
復
帰
し
た
技
術
者
が
、
な

ぜ
、
次
の
派
遣
先
を
見
つ
け
ら
れ
な
い
の
か

―
―
。
同
社
の
企
業
内
労
働
組
合
、
「
メ
イ

テ
ッ
ク
労
働
組
合
」
（
ユ
ニ
オ
ン
シ
ョ
ッ
プ

制
、
約
六
二
〇
〇
人
）
は
当
初
、
こ
の
問
題

を
「
職
場
の
問
題
」
と
捉
え
て
調
査
。
し
か

し
、
詳
し
く
探
る
う
ち
に
、
技
術
・
技
能
の

ミ
ス
マ
ッ
チ
が
要
因
で
あ
る
こ
と
に
気
が
つ

い
た
。 

 

「
長
い
間
、
同
一
企
業
、
同
一
部
署
に
派

遣
さ
れ
て
い
た
人
は
、
そ
の
仕
事
に
対
す
る

習
熟
度
は
高
ま
り
、
高
い
専
門
能
力
も
身
に

付
く
。
し
か
し
、
そ
こ
で
得
た
技
術
力
が
現

在
の
市
場
か
ら
求
め
ら
れ
る
も
の
で
な
い
可

能
性
も
あ
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
（
他
社
で

は
）
ま
っ
た
く
役
に
立
た
な
い
技
術
を
も
っ

て
い
る
だ
け
だ
と
い
う
評
価
を
さ
れ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
る
」
（
内
田
委
員
長
） 

　
実
際
、
発
注
時
に
、
顧
客
メ
ー
カ
ー
が
求

め
て
く
る
技
術
の
指
定
内
容
は
、
詳
細
か
つ

緻
密
だ
。
「
こ
れ
と
こ
れ
の
技
術
を
持
っ
て

い
て
、
某
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
な
く
て
は
だ

め
だ
」
な
ど
。
当
時
は
ち
ょ
う
ど
Ｃ
Ａ
Ｄ
（
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
設
計
）
ソ
フ
ト
が
二
次

元
か
ら
三
次
元
に
移
行
す
る
変
革
期
に
あ
っ

た
が
、
設
計
能
力
は
も
っ
て
い
る
の
に
「
三

次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
が
使
え
な
い
と
だ
め
だ
」
と
契

約
に
結
び
つ
か
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。 

 

そ
こ
で
労
組
は
、
九
五
年
か
ら
組
合
員
の

「
自
立
」
に
対
す
る
支
援
に
乗
り
出
し
た
。

「
こ
の
業
界
で
は
派
遣
先
が
見
つ
か
ら
な
い

こ
と
は
失
職
を
意
味
す
る
。
つ
ね
に
市
場
が

求
め
る
技
術
を
意
識
し
、
自
ら
の
能
力
に
磨

き
を
か
け
る
こ
と
が
組
合
員
の
生
活
の
安
定

に
つ
な
が
る
」
（
同
）
か
ら
だ
。 

 

九
八
年
に
は
、
社
員
一
人
ひ
と
り
の
キ
ャ

リ
ア
形
成
を
支
援
す
る
制
度
を
創
設
す
る
こ

と
に
つ
い
て
会
社
側
と
合
意
。
労
使
で
構
成

す
る
委
員
会
で
、
制
度
の
具
体
的
な
中
身
を

検
討
し
た
の
ち
、
二
〇
〇
一
年
四
月
に
『
キ

ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
制
度
』
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
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た
。 

   
一
〇
年
後

の
目
標
と 

　
五
年
間
の
行
動 

 

技
術
者
に
は
、
仕
事
に
対
す
る
責
任
感
が

強
い
人
が
多
い
と
い
う
。
「
そ
れ
だ
け
に
、

い
ま
就
い
て
い
る
仕
事
に
没
頭
し
、
将
来
の

キ
ャ
リ
ア
と
い
う
視
点
を
忘
れ
が
ち
に
な
る
」

（
内
田
委
員
長
）。 

 

そ
の
た
め
、
同
社
の
『
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ

ン
制
度
』
は
、
社
員
自
ら
が
キ
ャ
リ
ア
目
標

を
定
め
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
の
計
画
を

策
定
し
、
「
自
己
選
択
・
自
己
決
定
・
自
己

責
任
」
で
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
図
っ
て
い
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
具
体
的
な
実
施
方

法
は
、
社
員
が
自
由
意
思
で
参
加
す
る
二
日

間
の
セ
ミ
ナ
ー
が
中
心
だ
。 

 

セ
ミ
ナ
ー
の
参
加
者
は
ま
ず
、
「
キ
ャ
リ

ア
デ
ザ
イ
ン
シ
ー
ト
」
で
能
力
、
経
験
、
適

性
な
ど
を
自
己
確
認
さ
せ
ら
れ
る
。
社
内
で

管
理
さ
れ
て
い
る
個
人
経
歴
デ
ー
タ
を
も
と

に
し
て
、
①
同
社
で
の
今
ま
で
の
主
な
仕
事

経
験
②
能
力
開
発
記
録
③
保
有
能
力
④
個
人

特
性
の
診
断
結
果
―
な
ど
を
確
認
し
た
の
ち
、

今
後
習
得
し
た
い
技
術
や
今
後
の
業
務
に
対

す
る
希
望
な
ど
を
、
シ
ー
ト
に
書
き
込
む
。 

 

シ
ー
ト
に
は
ま
た
、
一
〇
年
後
の
目
標
と

、

そ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
五
年
後
の
目

標
と
行
動
計
画
を
記
入
。
例
え
ば
、
一
〇
年

後
の
目
標
が
「
エ
ン
ジ
ニ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
と
い
う
市
場
を
開
拓
し
、
海
外
（
中
国
）

で
仕
事
を
す
る
」
だ
っ
た
ら
、
五
年
後
の
目

標
は
「
空
調
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
技
術
士

を
取
得
す
る
」
と
い
っ
た
具
合
だ
。
行
動
計

画
に
は
例
え
ば
、
技
術
士
通
信
教
育
、
社
内

研
修
、
英
会
話
、
工
業
英
語
の
受
講
計
画
を

盛
り
込
む
。
シ
ー
ト
は
五
年
ご
と
に
見
直
し
、

一
〇
年
後
の
目
標
、
行
動
計
画
を
再
設
計
す

る
。
な
お
、
独
立
や
転
職
の
計
画
を
立
て
て

い
る
社
員
も
い
る
こ
と
か
ら
、
シ
ー
ト
の
内

容
は
、
本
人
と
シ
ー
ト
を
管
理
す
る
部
署
以

外
に
は
非
公
開
と
な
っ
て
い
る
。 

   

世
代
別

の
開
催
が
一
つ
の
鍵 

 

会
社
は
セ
ミ
ナ
ー
の
な
か
で
、
製
品
分
野

や
技
術
に
関
す
る
ト
レ
ン
ド
情
報
、
受
注
傾

向
な
ど
市
場
動
向
に
関
す
る
デ
ー
タ
な
ど
を

社
員
に
情
報
提
供
し
て
い
る
。
会
社
の
業
務

方
針
の
理
解
や
技
術
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
動
向
の

把
握
が
、
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
目
標
の
設
定
に

は
不
可
欠
だ
か
ら
だ
。 

 

セ
ミ
ナ
ー
は
世
代
別
に
開
催
し
て
い
る
。

世
代
で
分
け
る
こ
と
に
秘
訣
が
あ
る
と
内
田

委
員
長
は
言
う
。
同
世
代
ど
う
し
で
意
見
交

換
す
る
か
ら
こ
そ
、
他
人
の
キ
ャ
リ
ア
選
択

が
参
考
に
な
っ
た
り
、
自
分
の
こ
れ
ま
で
の

キ
ャ
リ
ア
選
択
を
振
り
返
り
再
確
認
で
き
る
。

こ
こ
三
年
間
の
セ
ミ
ナ
ー
受
講
率
は
四
七
〜

五
七
％
。
こ
の
数
字
に
つ
い
て
労
組
で
は
、

「
ま
ず
ま
す
の
状
況
」
と
評
価
し
て
い
る
。 

 

一
方
、
会
社
も
、
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
制

度
の
導
入
と
同
時
に
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の

た
め
の
教
育
・
研
修
の
充
実
を
図
る
。
「
キ

ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
制
度
は
中
長
期
の
キ
ャ
リ

ア
を
考
え
る
も
の
。
し
か
し
、
現
場
で
は
日
々
、

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
と
か
ら
、
今
後
は
双
方
を
ど
う
接

続
し
て
い
く
の
か
検
討
し
て
い
き
た
い
」
と

内
田
委
員
長
は
話
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
（
調
査
部
　
荒
川
創
太
） 


